
第 31 回ＮＩＥ全国大会広島大会 報告 

 

 7 月 30、31 日の 2 日間、広島市中区の国際会議場で「ＮＩＥ全国大会広島大会」を開催

しました。全国から約 1,400 人が集いパネル討議や公開事業などを通じて「正確な情報を

基に、問いを立て考える力を育てる」ＮＩＥの効果や、「情報で平和を守る」という広島ら

しい教育理念が語られ、「リアルタイムの教科書」である新聞への期待を共有しました。  

 

■  1 日目 

全大会 千田パンフルート合唱隊と被爆ピアノの演奏でオープニング 

    為末 大氏による記念講演  

    朝倉 淳大会実行委員長の基調提案  

    パネル討議「確かなニュースで育む『自分』と『平和な未来』」  

     パネリストは、フリーアナウンサーの本名正憲さん、中学教諭の藤原みのり     

    さん、高２矢澤輝一さん、中１山田弥栄子さん、中国新聞特別編集員金崎由美  

さん。 

 広島大学名誉教授の小原友行さんがコーディネーターを務めました。  

■  2 日目 

県内 13 の小中高校、特別支援学校による公開授業や実践発表が開かれました。児童・

生徒は記事を読み、問いを立て、どう行動するかを考えました。  

 

■  ポスター展示 

全国の学校や団体３８点を掲示。新聞紙で作る「しまんとバッグ」や中国新聞と長崎新

聞との広告企画「ピースフォーエバー・プロジェクト」の塗り絵作品もありました。  

 

大会直前の７月２８日、熊本地方を震度７が襲いました。交通インフラが寸断され甚

大な被害が出る中、九州南部からキャンセルが出ました。その中でバスを乗り継いで参

加した熊本県の先生もおられ、頭が下がりました。  

 こんな時こそ、情報をどう正確に発信するか、様々な情報をどう受け取って行動する

か、が大切になります。ＳＮＳでの偽情報があふれ、平和な日常が脅かされる現代。 

 ＮＩＥ活動の意義を強く感じた大会でした。 

                       （広島県ＮＩＥ推進協議会事務局） 


